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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウエアラブル機器を眼鏡に装着するための装着具であって、
　Ｕ字状に形成されたバンドと当該バンドに結合された左右の保持部材とを有する本体と
、
　前記左右の保持部材の外側に設けられ、ウエアラブル機器を取り付けるための取付部と
、
　前記左右の保持部材のそれぞれの先端部に設けられ、それぞれ眼鏡の左または右のテン
プルに固定するための固定部と、
　を備え、
　前記保持部材の後端部には前記バンドの先端部を摺動可能に結合する結合部が設けられ
、
　前記固定部は、前記ウエアラブル機器が取付られた前記装着具を前記テンプルの上に保
持するために、眼鏡のテンプルを上部から挟み込むように構成されており、
　前記固定部は、左右反転して保持部材に着脱可能であり、テンプルを挟み込む位置を内
外方向にずらすことが可能であることを特徴とする装着具。
【請求項２】
　請求項１の装着具において、
　前記保持部材の下端の一部は、装着時に、眼鏡のテンプルの上に乗るよう構成され、テ
ンプルの外側に当接するようにカバー部が設けられていることを特徴とする装着具。
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【請求項３】
　請求項１または２のいずれかの装着具において、
　前記取付部は、前記ウエアラブル機器を取り付けた場合に、重心が装着者の耳より前に
来る位置に設けられていることを特徴とする装着具。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかの装着具において、
　前記バンドは、装着者の首に当接するように、前記眼鏡のテンプルの延長方向よりも下
側に向かうように前記保持部材に結合されていることを特徴とする装着具。
【請求項５】
　ウエアラブル機器を眼鏡に装着するための装着具部品であって、
　Ｕ字状に形成されたバンドが結合される保持部材と、
　前記保持部材の外側に設けられ、ウエアラブル機器を取り付けるための取付部と、
　前記保持部材のそれぞれの先端部に設けられ、それぞれ眼鏡の左または右のテンプルに
固定するための固定部と、
　を備え、
　前記保持部材の後端部には前記バンドの先端部を摺動可能に結合する結合部が設けられ
、
　前記固定部は、前記ウエアラブル機器が取付られた前記装着具部品を前記テンプルの上
に保持するために、眼鏡のテンプルを上部から挟み込むように構成されており、
　前記固定部は、左右反転して保持部材に着脱可能であり、テンプルを挟み込む位置を内
外方向にずらすことが可能であることを特徴とする装着具部品。
【請求項６】
　請求項５の装着具部品において、
　前記保持部材の下端の一部は、装着時に、眼鏡のテンプルの上に乗るよう構成され、テ
ンプルの外側に当接するようにカバー部が設けられていることを特徴とする装着具部品。
【請求項７】
　請求項５または６のいずれかの装着具部品において、
　前記取付部は、前記ウエアラブル機器を取り付けた場合に、重心が装着者の耳より前に
来る位置に設けられていることを特徴とする装着具部品。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれかの装着具部品において、
　前記バンドは、装着者の首に当接するように、前記眼鏡のテンプルの延長方向よりも下
側に向かうように前記保持部材に結合されていることを特徴とする装着具部品。
【請求項９】
　眼鏡に装着することのできる装着具を有するウエアラブル機器であって、
　Ｕ字状に形成されたバンドと当該バンドに結合された左右の保持部材とを有する装着具
本体と、
　前記左右の保持部材の外側に固定されたウエアラブル機器と、
　前記左右の保持部材のそれぞれの先端部に設けられ、それぞれ眼鏡の左または右のテン
プルに固定するための固定部と、
　を備え、
　前記保持部材の後端部には前記バンドの先端部を摺動可能に結合する結合部が設けられ
、
　前記固定部は、前記ウエアラブル機器が取付られた前記装着具本体を前記テンプルの上
に保持するために、眼鏡のテンプルを上部から挟み込むように構成され、
　前記固定部は、左右反転して保持部材に着脱可能であり、テンプルを挟み込む位置を内
外方向にずらすことが可能であることを特徴とする装着具を有するウエアラブル機器。
【請求項１０】
　請求項９の装着具を有するウエアラブル機器において、
　前記装着具本体の下端の一部は、装着時に、眼鏡のテンプルの上に乗るよう構成され、
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テンプルの外側に当接するようにカバー部が設けられていることを特徴とする装着具を有
するウエアラブル機器。
【請求項１１】
　請求項９または１０のいずれかの装着具を有するウエアラブル機器において、
　前記バンドは、装着者の首に当接するように、前記眼鏡のテンプルの延長方向よりも下
側に向かうように前記保持部材に結合されていることを特徴とする装着具を有するウエア
ラブル機器。
【請求項１２】
　ウエアラブル機器を眼鏡に装着するための装着具であって、
　Ｕ字状に形成された本体と、
　前記本体の外側に設けられ、ウエアラブル機器を取り付けるための取付部と、
　前記本体の先端部に設けられ、眼鏡の左右のテンプルに固定するための固定部と、
　を備え、
　前記固定部は、眼鏡のテンプルを上部から挟み込むように構成され、
　前記固定部は、左右反転して本体に着脱可能であり、テンプルを挟み込む位置を内外方
向にずらすことが可能であることを特徴とする装着具。
【請求項１３】
　ウエアラブル機器を眼鏡に装着するための装着具部品であって、
　Ｕ字状に形成されたバンドが結合される保持部材と、
　前記保持部材の外側に設けられ、ウエアラブル機器を取り付けるための取付部と、
　前記保持部材の先端部に設けられ、眼鏡の左右のテンプルに固定するための固定部と、
　を備え、
　前記固定部は、眼鏡のテンプルを上部から挟み込むように構成され、
　前記固定部は、左右反転して保持部材に着脱可能であり、テンプルを挟み込む位置を内
外方向にずらすことが可能であることを特徴とする装着具部品。
　
　
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ウエアラブル機器を眼鏡に装着するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼鏡にウエアラブル機器を装着するための装着具が提案されている。たとえば。特許文
献１には、眼鏡のモダン部分（耳にかかる部分）を特殊な構造として、これにウエアラブ
ル機器を装着できるようにしている。これにより、ウエアラブル機器を安定して装着する
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１６０９５２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のものは、眼鏡自体をウエアラブル機器装着用にしている。
このため、普段より眼鏡を使っている場合、これとは別に、新たにウエアラブル機器装着
用の眼鏡が必要となるという問題があった。
【０００５】
　この発明は、上記のような問題点を解決して、眼鏡に装着して使用することのできるウ
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エアラブル機器のための装着具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の独立して適用可能ないくつかの特徴を列挙する。
【０００７】
(1)(2)この発明に係る装着具は、ウエアラブル機器を眼鏡に装着するための装着具であっ
て、Ｕ字状に形成された本体と、前記本体の外側に設けられ、ウエアラブル機器を取り付
けるための取付部と、前記本体の先端部に設けられ、眼鏡のテンプルに固定するための固
定部とを備えている。
【０００８】
　したがって、眼鏡のテンプルに装着具を固定してウエアラブル機器を使用することがで
きる。
【０００９】
(3)この発明に係る装着具は、固定部が、眼鏡のテンプルを上部から挟み込むように構成
されていることを特徴としている。
【００１０】
　したがって、装着具を確実に安定良くテンプルに固定することができる。
【００１１】
(4)この発明に係る装着具は、固定部が、左右反転して本体に着脱可能であり、テンプル
を挟み込む位置を内外方向にずらすことが可能であることを特徴としている。
【００１２】
　したがって、テンプルを挟み込む位置を内外方向に調製することができる。
【００１３】
(5)この発明に係る装着具は、本体の下端の一部は、装着時に、眼鏡のテンプルの上に乗
るよう構成され、テンプルの外側に当接するようにカバー部が設けられていることを特徴
としている。
【００１４】
　したがって、装着具を安定してテンプルに取り付けることができる。
【００１５】
(6)この発明に係る装着具は、取付部が、ウエアラブル機器を取り付けた場合に、重心が
装着者の耳より前に来る位置に設けられていることを特徴としている。
【００１６】
　したがって、ウエアラブル機器を取り付けた際に、眼鏡が上方向に上がってしまうこと
を防止することができる。
【００１７】
(7)この発明に係るウエアラブル機器は、眼鏡に装着することのできるウエアラブル機器
であって、Ｕ字状に形成された装着具本体と、前記装着具本体の外側に固定されたウエア
ラブル機器と、前記装着具本体の先端部に設けられ、眼鏡のテンプルに固定するための固
定部とを備えている。
【００１８】
　したがって、眼鏡のテンプルに装着具を固定してウエアラブル機器を使用することがで
きる。
【００１９】
(8)この発明に係るウエアラブル機器は、固定部が、眼鏡のテンプルを上部から挟み込む
ように構成されていることを特徴としている。
【００２０】
　したがって、装着具を確実に安定良くテンプルに固定することができる。
【００２１】
(9)この発明に係るウエアラブル機器は、固定部が、左右反転して本体に着脱可能であり
、テンプルを挟み込む位置を内外方向にずらすことが可能であることを特徴としている。
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【００２２】
　したがって、テンプルを挟み込む位置を内外方向に調製することができる。
【００２３】
(10)この発明に係るウエアラブル機器は、本体の下端の一部は、装着時に、眼鏡のテンプ
ルの上に乗るよう構成され、テンプルの外側に当接するようにカバー部が設けられている
ことを特徴としている。
【００２４】
　したがって、ウエアラブル機器を安定してテンプルに取り付けることができる。
【００２５】
(12)この発明に係るウエアラブル機器は、重心が装着者の耳より前に来るように構成され
ていることを特徴としている。
【００２６】
　したがって、眼鏡が上方向に上がってしまうことを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】この発明の一実施形態による装着具２０を眼鏡２２に取り付け、ウエアラブルコ
ンピュータ２６を装着した状態を示す図である。
【図２】装着具２０を示す図である。
【図３】図３Ａ、図３Ｂは、固定部材８の詳細を示す図であり、図３Ｃ、図３Ｄは、保持
部材６の先端部分の詳細を示す図である。
【図４】固定部材８を保持部材６に取り付けた状態を示す図である。
【図５】段部１１の詳細を示す図である。
【図６】図６Ａは、ウエアラブルコンピュータ２６のガイド部材１００を示し、図６Ｂは
、保持部材６の取付ガイド１２を示す図である。
【図７】ウエアラブルコンピュータ２６を示す図である。
【図８】異なる固定部材８を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　図１にこの発明の一実施形態によるウエアラブル機器のための装着具２０を示す。図に
おいては、眼鏡２２のテンプル２４に装着具２０を取り付け、これにウエアラブル機器で
あるウエアラブルコンピュータ３０を固定した状態を示している。ウエアラブルコンピュ
ータ３０のディスプレイ３２が、装着者の目の前に来るように固定されている。
【００２９】
　図２に、装着具２０の詳細を示す。本体２は、金属製のＵ字バンド４と、Ｕ字バンド４
の先端に取り付けられた合成樹脂製の保持部材６を備えている。保持部材６の後端には結
合部１４が設けられ、Ｕ字バンド４の先端が摺動可能に挿入されている。Ｕ字バンド４を
摺動させ、装着者の首の後ろ側にＵ字バンド４が当接して、しっかりとした装着状態を実
現できるようにしている。
【００３０】
　保持部材６の先端には、固定部材８が取り付けられている。固定部材８の詳細を、図３
Ａ、図３Ｂに示す。図３Ａが先端側から見た図であり、図３Ｂが側面図である。
【００３１】
　固定部材８は、基部８０と挟持片８６を備えて構成されている。図３Ａに示すように、
基部８０は、先端側から見るとＨ状に形成され、上下に凹部８２、８４が設けられている
。また、基部８０の下に延長して設けられた挟持片８６は、外側に湾曲して形成されてい
る。
【００３２】
　固定部材８を取り付けるための保持部材６の先端部の詳細を、図３Ｃ、図３Ｄに示す。
図３Ｃが先端側から見た図であり、図３Ｄが側面図である。
【００３３】
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　保持部材６の先端部には、下方に延びる直線状の挟持片６６が設けられている。また、
この挟持片６６の上には、凹部６０が設けられている。この凹部６０は、固定部材８のＨ
状に形成された基部８０を、挿入できる幅に形成されている。
【００３４】
　固定部材８を取り付けた状態の保持部材６の先端部を、図４Ａ、図４Ｂに示す。図４Ａ
先端側から見た図であり、図４Ｂが側面図である。
【００３５】
　図４Ａに示すように、固定部材８の挟持片８６と、保持部材６の挟持片６６によって、
挟持空間７０が形成される。図１に示すように、この挟持空間７０にテンプル２４を挿入
して、装着具２０を眼鏡に固定する。
【００３６】
　この実施形態では、装着具２０の先端部に固定部材８が設けられ、この固定部材８によ
ってテンプル２４を挟み込み、テンプル２４の上に装着具２０を保持するようにしている
。したがって、装着具２０を安定して確実に保持することができる。
【００３７】
　また、固定部材８は、図４Ｃ、図４Ｄに示すように、左右を反転させて取り付けること
も可能となっている。これにより、挟持空間７０を挟持片６６の外側から内側に変えるこ
とができる。したがって、眼鏡２２に対する装着度合いを変えることが可能である。
【００３８】
　図２に戻って、保持部材６は、テンプル２４の上面に当接する段部１１を有している。
段部１１付近の断面図を、図５に示す眼鏡のテンプル２４の上面２５に、保持部材６の段
部１１が当接している。したがって、保持部材６は、テンプル２４によって支えられて安
定することになる。
【００３９】
　また、図１に示すように、未装着時には、左右の保持部材６は、眼鏡の左右のテンプル
２４の間隔よりも狭い幅になるように構成されている。したがって、装着時には、Ｕ字バ
ンド４を開いて、左右の保持部材６の間隔をテンプル２４の間隔に合わせるようにする。
このため、図５に示すように、装着時には、Ｕ字バンド４の復元力により、保持部材６は
内側方向（矢印Ａの方向）への力を受けることになる。この実施形態では、段部１１の外
側に下方に延びるガイド１０を設けている。これにより、保持部材６をしっかりと、眼鏡
２２に固定することができる。なお、図１に示すように、装着者の耳への干渉を避けるた
め、ガイド１０には、凹部１３を設けている。
【００４０】
　再び、図２に戻って、保持部材６の左右の外側には、ウエアラブル機器を装着するため
の取付ガイド１２が設けられている。取付ガイド１２付近の断面図を、図６Ｂに示す。取
付ガイド１２の根元部分には、ウエアラブル機器のガイド部材１００をはめ込んで取り付
けるための凹部９０が設けられている。
【００４１】
　図７に、取り付け可能なウエアラブル機器の例を示す。ここでは、ウエアラブルコンピ
ュータ２６を例として示している。このウエアラブルコンピュータ２６は、ＣＰＵ、フラ
ッシュメモリ、バッテリ（図示せず）などを内蔵している。先端部には、可撓性のジョイ
ント１３４を介して、光学透過ヘッドマウントディスプレイ１３０、カメラ１３２が設け
られている。可撓性のジョイント１３４により、光学透過ヘッドマウントディスプレイ１
３０の角度などを変えることができる。
【００４２】
　内側には、ガイド部材１１０が設けられている。図６Ａに、ガイド部材１１０近傍の断
面図を示す。ガイド部材１１０の先端部には、凸部１０２が設けられている。この凸部１
０２は、保持部材６の取付ガイド１２の凹部９０（図６Ｂ参照）にはめ込むことができる
ようになっている。したがって、取付ガイド１２の後ろ側から、ガイド部材１１０をはめ
込むようにして、ウエアラブルコンピュータ２６を固定することができる。なお、取付ガ
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イド１２の先端側は、解放されておらず、ガイド部材１１０が止まるようになっている。
【００４３】
　装着されたウエアラブルコンピュータ２６は、眼鏡２２や装着具２０に比べて重量があ
る。この実施形態では、装着された際に、ウエアラブルコンピュータ２６などのウエアラ
ブル機器の重心が、装着者の耳より少し前（１ｃｍ～１０ｃｍ程度）にくるように、ガイ
ド部材１１０と取付ガイド１２の位置を決めている。このようにすることで、ウエアラブ
ル機器装着時に、眼鏡が上に上がってしまうことを防いでいる。
【００４４】
　上記実施形態では、１種類の固定部材８を用いた場合について説明した。しかし、図８
Ａ、図８Ｂ、図８Ｃに示すように、幅Ｗの異なる固定部材８を複数用意しておき、装着す
る眼鏡２２のテンプル２４の太さに合わせて取り替えるようにしてもよい。
【００４５】
　上記実施形態では、ウエアラブル機器としてウエアラブルコンピュータ２６を取り付け
るようにしている。しかし、ＬＥＤライト、バーコードリーダ、バッテリ、カメラ、プロ
ジェクタなどのウエアラブル機器を取り付けるようにしてもよい。また、上記説明では、
一つのウエアラブル機器だけを取り付けるようにしているが、左右の取付ガイド１２を用
いて、２つのウエアラブル機器を取り付けるようにしてもよい。
【００４６】
　上記実施形態では、装着具２０に対して、ウエアラブル機器を着脱可能に構成している
。しかし、ウエアラブル機器と装着具２０を一体に構成するようにしてもよい。
【００４７】
　上記実施形態では、固定部材８を着脱可能にしている。しかし、保持部材６と一体に設
けるようにしてもよい。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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